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舟形小学校５年生の稲刈り体験
何を思っているの…？

「僕の思いは… 表紙のことば｣
 19Pにあります｡



令和３年１０月号令和３年１０月号 23

▽ふるさとづくり応援事業
　（前年度ふるさと納税事業の精算による積立金）
▽社会資本総合整備事業
　（国庫補助の交付決定を受けた事業費の増）
▽新型コロナワクチン接種対策事業
　（新型コロナワクチン接種に係る経費の増)
▽緊急経済対策事業
　（地方創生臨時交付金の配分に伴い､町内の事業者に対する支援の増）
▽河川公園管理事業
　（河川公園芝刈り機の更新、水路浚渫に係る経費）
▽加入系光ファイバー網管理事業
　（主要地方道舟形大蔵線道路拡幅工事に伴う、町有光ファイバー
　　ケーブル移設に係る経費）
▽道路維持事業
　（町道の危険個所解消に係る経費の増）
▽農業振興事業
　（農業者が簡易な農地整備を行うための機械整備に係る補助金）
▽町土地改良事業補助金
　（町土地改良事業補助金の増）
▽財産管理事業（財政）
　（財政調整基金積立金の増）

主
な
審
議
さ
れ
た
議
案

　
　９
月
定
例
会

〇
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
補
正
予
算

〇
令
和
３
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
３
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
２
年
度（
繰
越
）舟
形
若
あ
ゆ
温
泉
清
流
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事（
機
械
設
備
）

　
請
負
契
約
の
締
結（
相
手
方
‥
弘
栄
設
備
工
業
株
式
会
社 

新
庄
営
業
所
）

〇
令
和
２
年
度（
繰
越
）太
折
地
区
避
難
道
路
整
備
工
事（
第
１
工
区
）

　
請
負
契
約
の
締
結（
相
手
方
‥
株
式
会
社 

伊
藤
組
）

〇
令
和
２
年
度（
繰
越
）太
折
地
区
避
難
道
路
整
備
工
事（
第
２
工
区
）

　
請
負
契
約
の
締
結（
相
手
方
‥
丸
充
建
設 

株
式
会
社
）

〇
舟
形
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定

〇
舟
形
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
特
別
事
業
基
金
条
例
の
設
定

〇
舟
形
町
過
疎
地
域
固
定
資
産
税
課
税
免
除
条
例
の
設
定

〇
舟
形
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

〇
委
員
会
付
託
の
審
査
報
告（
請
願
１
件
）

〇
令
和
２
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
７
件

全
議
案
の
採
決
結
果
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載

9月定例会
9月7日～14日

議
員
　
放
課
後
児
童
対
策
事
業
で
環
境
整
備
の
内
容
は
。

教
育
課
長
　
消
毒
液
等
の
消
耗
品
と
手
洗
い
場
の
蛇
口
５

か
所
の
自
動
水
栓
工
事
で
、
備
品
は
机
４
台
、
椅
子
１０
脚

で
す
。

議
員
　
河
川
公
園
管
理
事
業
の
芝
刈
り
機
３
３
０
万
、
更

新
の
内
容
は
。

地
域
強
靭
化
対
策
室
長
　
２
台
の
う
ち
集
草
す
る
芝
刈
り

機
が
修
繕
困
難
で
、
対
応
年
数
も
過
ぎ
て
お
り
、
令
和
４

年
度
の
当
初
予
算
で
は
す
ぐ
に
入
荷
が
難
し
い
よ
う
な
の

で
、
今
回
の
補
正
で
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

議
員
　
積
雪
調
査
委
託
料
増
の
内
容
は
。

総
務
課
長
　
調
査
委
託
先
を
堀
内
地
内
で
の
積
雪
量
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
松
橋
地
区
に
１
か
所
増
や
す
内

容
の
補
正
で
す
。

議
員
　
若
あ
ゆ
温
泉
改
修
の
機
械
設
備
工
事
内
容
は
。
ま

た
、
指
名
業
者
数
と
落
札
率
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
温
泉
浴
槽
の
地
下
部
分
に
あ
る
機
械

室
で
浴
室
と
浴
槽
に
関
わ
る
機
械
設
備
の
経
年
劣
化
が
著

し
い
た
め
、
一
部
ボ
イ
ラ
ー
等
を
地
上
へ
設
置
す
る
た
め

の
工
事
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
指
名
業
者
は
３
社
で
落
札

率
は
、
９
６
．９
％
で
す
。

議
員
　
１
工
区
と
２
工
区
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
場
所

の
詳
細
と
工
期
は
い
つ
ま
で
な
の
か
。

地
域
強
靭
化
対
策
室
長
　
１
工
区
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

側
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
一
番
低
く
な
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
で
、

２
工
区
は
そ
の
先
に
な
り
ま
す
。
工
期
は
令
和
４
年
３
月

２５
日
ま
で
で
す
。

９
月
定
例
会

学
童
保
育
所
の
コ
ロ
ナ
対
策

芝
刈
り
機
の
更
新

若
あ
ゆ
温
泉
改
修
工
事

太
折
地
区
避
難
道
路

積
雪
調
査
委
託
料

質
答

応
疑

議 案 審 議

‥‥‥‥‥ 4493万円

‥‥‥‥‥‥‥ 850万円

‥‥ 952万円

‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 527万円

‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 466万円

‥‥‥ 346万円

　
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 222万円

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 152万円

‥‥‥‥‥‥‥ 100万円

‥‥‥‥‥ 1億3038万円

令和３年度　主な補正予算

令
和
２
年
度
決
算
を
認
定

総
額
８
７
億
５
８
２
７
万
円

　９
月
定
例
会
は
、
８
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
７
名
の
一
般
質
問
に

続
き
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案

通
り
可
決
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
審
査
を
行
い
、
本
会
議
に
お
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

＜100万円以上の補正額を掲載＞

※財政調整基金とは…健全な財政運営のための貯金のこと。
　年度間の財政不足に備えたり、災害等の予期せぬ支出に備えるための基金。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

令和4年3月末の完成に向け工事が始まった避難道路

自動手洗いでコロナ感染対策に期待

第1工区

第2工区

リサイクルプラザ

太折側

富田側



45 令和３年１０月号 令和３年１０月号

地方交付税
22億8675万円
（32.9％）

県支出金
3億4824万円
（5.0％）

繰入金
3億2637万円（4.7％）

町債
8億8620万円
（12.8％）

町税
4億7567万円
（6.8％）

歳入

その他 1億6226万円（2.3％）

繰越金
2億1017万円（3.0％）

使用料および手数料
3881万円（0.6％）

国庫支出金
16億236万円
（23.1％）

地方消費税交付金
1億1420万円（1.6％）

特別会計
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
農業集落排水事業
公 共 下 水 道 事 業
　 合 　 計 　

※収益的…水道水を作り、各家庭へ届けるための費用。
※資本的…水道管などの施設整備費用や借入金の返済。

※

※
6億1973万円
7200万円

7億4729万円
2億5698万円
1億8935万円
18億8535万円

5億8572万円
6991万円

7億1975万円
2億5426万円
1億8497万円
18億1461万円

会　 計　 別 歳  入  額 歳  出  額
水道事業 収益的収支
水道事業 資本的収支

2億81万円
4457万円

1億9787万円
8903万円

収　入 支　出

水道事業会計

総務費
22億8430万円
（34.3％）

民生費
7億7558万円
（11.7％）

土木費
7億91万円
（10.5％）

商工費 6918万円（1.0％）

消防費
12億4388万円
（18.7％）

教育費
2億9959万円
（4.5％）

公債費 4億7495万円（7.1％） 議会費 6819万円（1.0％）
災害復旧費
1億5977万円（2.4％）

農林水産費 3億9877万円（6.0％） 衛生費
1億8164万円（2.7％）

歳出寄付金
4億9311万円
（7.1％）

議 案 審 議 議 案 審 議

決算審査特別委員会

伊藤  欽一  委員長
い とう　 きんいち

齊
藤  

徹
　代
表
監
査
委
員

監
査
意
見
書

　審
査
の
結
果
、
決
算
関
係
書
類

は
法
令
に
適
合
し
、
計
数
は
正
確

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
判
断
比
率
の
算
定
は
、
正
確
で

あ
り
、
各
項
目
の
比
率
は
全
て
基

準
内
に
あ
り
ま
す
。
財
政
は
健
全

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　平
成
３０
年
８
月
豪
雨
時
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
災
害
時
も
機
能
を
発

揮
す
る
防
災
拠
点
施
設
並
び
に
要

配
慮
者
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る

福
祉
避
難
所
が
建
設
さ
れ
、
こ
の

事
業
に
よ
り
実
質
公
債
費
比
率
は

上
昇
し
ま
し
た
。

　し
か
し
一
方
で
、
本
財
政
投
資

に
よ
り
、
重
い
二
つ
の
懸
案
が
解

消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意

義
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

施
設
建
設
の
意
趣
に
添
っ
て
、
大

切
に
運
営
・
管
理
に
当
た
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　監
査
委
員
監
査
の
目
的
の
第
一

た
る
「
町
民
の
福
祉
の
増
進
に
資

す
る
」
と
い
う
見
地
か
ら
の
補
足

意
見
と
致
し
ま
す
。

補
足
意
見

　令和２年度決算審査は、会期中の９月９日から１３日まで特別委員会を設置し、

委員長に伊藤欽一（総務文教常任委員長）、副委員長に佐藤広幸（産業振興常任

委員長）を選任し、一般会計、５特別会計、水道事業会計を慎重に審査しました。

　決算審査特別委員会は、７会計について各委員から９０件に及ぶ質疑がな

され、予算の執行状況を慎重に審査した結果、妥当と判断しました。

　財政健全化判断比率は全て基準内にあるが、なお一層、町民の生活向上と

安全安心な町づくりのための財政計画に努めることを期待します。

財
政
は
健
全
で

　
　  あ
る
と
判
断

一般会計

歳入歳出差引額 2億8738万円

歳入（69億4414万円） 歳出（66億5676万円）

将来を見据えた財政計画に期待委員長報告

議
員
　軽
自
動
車
税
の
歳
入
が
増
え
て
い
る
が
、
軽
自
動

車
、
農
作
業
車
の
ど
ち
ら
が
増
え
て
い
る
の
か
。

住
民
税
務
課
長
　
令
和
元
年
度
と
比
較
し
農
作
業
車
が
６０

台
増
加
し
、
軽
自
動
車
は
３０
台
減
少
し
て
お
り
、
農
作
業

車
の
増
が
軽
自
動
車
税
増
の
要
因
で
す
。

議
員
　若
あ
ゆ
温
泉
の
入
湯
税
が
当
初
予
算
比
６６
％
減
少

し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
お
客
様
の
減
少
が

影
響
し
て
い
る
の
か
。
今
年
度
上
半
期
の
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
大
広
間
を
利
用
し
た
お
客
様
か
ら
入

湯
税
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
き

く
減
少
し
ま
し
た
。
上
半
期
の
状
況
は
７
月
、
８
月
東
京
、

宮
城
で
緊
急
事
態
宣
言
、
山
形
県
の
感
染
予
防
対
策
強
化

週
間
の
影
響
で
昨
年
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

議
員
　ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
寄
付
金
が
約
４
億
９
千
万

円
と
前
年
の
３
倍
以
上
に
伸
び
て
い
る
が
、
経
費
を
除
い

た
金
額
は
い
く
ら
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
返
礼
品
、
役
務
費
、
消
耗
品
、
印
刷

製
本
等
の
総
経
費
が
約
２
億
５
千
万
円
で
、
経
費
を
除
い

た
金
額
が
約
２
億
４
千
万
円
で
す
。

議
員
　シ
ニ
ア
カ
ー
を
使
用
す
る
方
が
増
加
し
て
お
り
、

転
落
等
の
事
故
も
発
生
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
安
全
運
転

の
講
習
会
は
実
施
し
な
い
の
か
。

住
民
税
務
課
長
　
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
駐
在
所
と
相
談

し
検
討
し
ま
す
。

　
議
員
　除
雪
機
械
購
入
補
助
金
は
、
令
和
２
年
度
ま
で
町

内
販
売
所
か
ら
購
入
す
る
要
件
だ
が
、
令
和
３
年
度
か
ら

そ
の
要
件
は
無
く
な
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
町
内
販
売
所
に
限
定
し
た
要
綱
を
改

正
し
、
令
和
３
年
度
か
ら
町
外
の
販
売
所
か
ら
も
購
入
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　議
員
　老
人
い
こ
い
の
家
の
修
繕
費
の
内
容
と
、
高
齢
者

の
た
め
に
低
い
椅
子
等
の
備
品
を
設
置
し
て
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
大
広
間
の
エ
ア
コ
ン
２
台
の
修
繕
費
で

す
。
ま
た
、
必
要
な
備
品
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
皆
様

と
相
談
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
増

質
答

応
疑

歳
　入

高
齢
者
へ
の
シ
ニ
ア
カ
ー
講
習
会

歳
　出

入
湯
税

ふ
る
さ
と
納
税

除
雪
機
械
購
入
補
助
金

老
人
い
こ
い
の
家

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

農耕作業車の比率が多くなり税収増

小型除雪機購入補助事業補助金
　地域住民の自助・共助の機運醸成と冬期間の除排

雪負担軽減を図るため、新規に購入する小型ロータ

リ除雪機、農業機械に装着するアタッチメントに対

して、補助金を交付します。

▼対象／次の要件をすべて満たす方
　・町内に住所を有する方または町内に事業所を有
　　する事業者
　・税等に滞納がない世帯または事業者
▼補助対象／これから購入する除雪機で次の要件を
　すべて満たすこと
　・新車の小型ロータリ除雪機（除雪幅が６００㎜以
　　上）等
　・購入後７年以上、補助対象者が所有すること
　※今年度より購入先は町内外を問いません。

　※詳しくは舟形町ホームページをご覧ください。

小型除雪機購入補助事業補助金

広報ふながたお知らせ版（令和3年9月24日号）一部抜粋



67 令和３年１０月号 令和３年１０月号

議案の採決 状況 議 案 審 議

令和３年第３回定例会　議案の採決状況
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〇

〇
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〇

〇
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〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

※

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

認 定

認 定

認 定

可 決

可 決

可 決
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〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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〇

〇

〇

〇

〇
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＊
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＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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21 3 4 5 6 7 8 9 10

報告
７号
議案
３０号
議案
３１号
議案
３２号
議案
３３号
議案
３４号
議案
３５号
議案
３６号
議案
３７号
議案
３８号
議案
３９号
議案
４０号
議案
４１号
認定
１号
認定
２～６号
認定
７号
発議
６号
発議
７号
発議
８号

令和２年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告

令和３年度舟形町一般会計補正予算（第3号）

令和３年度舟形町介護保険特別会計事業勘定補正予算（第1号）

令和３年度舟形町農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

令和３年度舟形町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）

令和３年度舟形町水道事業会計補正予算（第1号）

令和２年度（繰越）舟形若あゆ温泉清流センター改修工事（機械設備）請負契約の締結

令和２年度（繰越）太折地区避難道路整備工事（第1工区）請負契約の締結

令和２年度（繰越）太折地区避難道路整備工事（第2工区）請負契約の締結

舟形町過疎地域持続的発展計画の策定

舟形町過疎地域持続的発展特別事業基金条例の設定

舟形町過疎地域固定資産税課税免除条例の設定

舟形町手数料条例の一部を改正する条例の制定

令和２年度舟形町一般会計歳入歳出決算の認定

令和２年度舟形町特別会計歳入歳出決算の認定（5件）

令和２年度舟形町水道事業会計決算の認定

豪雪地帯対策特別措置法改正に関する意見書の提出

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出

米の需給調整に関する意見書の提出

八
鍬

　太

奥
山
謙
三

叶
内
富
夫

佐
藤
広
幸

斎
藤
好
彦

石
山
和
春

小
国
浩
文

伊
藤
欽
一

荒
澤
広
光

叶
内
昌
樹

議 案 名 と 主 な 内 容
議
案
番
号

採
決
結
果

会議種別
◆令和3年 第３回定例会  会期及び審議内容 ※本会議前、議会運営委員会及び全員協議会を実施

午前（10:00～12:00） 午後（13:00～16:00） 傍聴者数会　期

＊議長は採決に加わらない。※報告は採決を行わない。

・一般質問３名
　終了後、各常任委員会

・請願付託
・町長行政報告
・一般質問２名

各常任委員会
全員協議会

・議案審議
（報告7号、議案30号～）

・一般質問２名

決算審査特別委員会
休　　　会

決算審査特別委員会
・決算審査特別委員会報告
・議案審議（認定1号～7号)
・付託審査報告　・議案審議（発議6号～8号）
・閉会中の所管事務調査報告
　終了後、広報常任委員会

・議案審議（～議案41号）
＜決算審査特別委員会設置＞
　決算審査特別委員会

休　　　会

欠 退 除○賛成　　×反対　　○欠席　　○退席　　○除斥
議
員
　鮎
焼
き
機
５
台
中
１
台
は
若
あ
ゆ
温
泉
で
使
用
し

て
い
る
が
、
残
り
４
台
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
ど

の
程
度
の
大
き
さ
な
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
４
台
は
旧
光
生
園
跡
地
の
倉
庫
に
保

管
し
て
お
り
ま
す
。
大
き
さ
は
畳
１
枚
分
位
で
す
。

議
員
　桜
つ
づ
み
堤
防
の
桜
が
枯
れ
て
な
く
な
っ
て
い
る

所
に
植
え
か
え
は
し
な
い
の
か
。
ま
た
、
枝
が
道
路
ま
で

さ
し
か
か
っ
て
い
る
が
、
伐
採
の
考
え
は
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
堤
防
の
桜
で
す
が
、
植
栽
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
枝
の
伐
採
は
い
や
し
の
里
事
業
で
大
き
い

も
の
は
伐
採
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
　消
防
団
員
報
酬
の
支
給
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

住
民
税
務
課
長
　
団
員
報
酬
の
支
払
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
４
年
度
よ
り
個
人
の
口
座
へ
振
り
込
む
方
向
で
、
現

在
検
討
し
て
い
ま
す
。

　議
員
　小
学
校
管
理
費
の
消
耗
品
費
が
増
え
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

教
育
課
長
　
消
耗
品
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
主
に
教
師
用

の
指
導
書
の
購
入
分
で
、
昨
年
度
学
習
指
導
要
領
が
改
訂

さ
れ
た
た
め
、
そ
の
分
の
増
額
で
す
。

　議
員
　文
化
財
保
護
委
員
に
よ
る
町
指
定
文
化
財
２
か
所
、

指
定
と
し
て
検
討
を
要
す
る
文
化
財
４
か
所
、
そ
の
他
文

化
遺
産
６
か
所
の
巡
回
場
所
と
目
的
は
。

教
育
課
長
　
町
指
定
文
化
財
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
山
神

社
の
鰐
口
と
念
仏
の
松
、
指
定
と
し
て
検
討
を
要
す
る
文

化
財
４
か
所
は
長
尾
熊
野
神
社
の
銀
杏
と
絵
馬
、
一
の
関

の
ト
チ
の
木
、
長
沢
の
セ
ン
の
木
、
文
化
遺
産
は
長
沢
八

景
の
句
碑
の
う
ち
６
か
所
に
な
り
ま
す
。
町
内
の
文
化
遺

産
に
つ
い
て
現
状
把
握
を
目
的
に
巡
回
し
ま
し
た
。

議
員
　有
収
率
減
少
の
原
因
は
。

地
域
整
備
課
長
　
有
収
率
の
減
少
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漏

水
の
増
加
が
原
因
と
な
り
ま
す
。
各
ご
家
庭
の
水
道
管
で

は
な
く
、
本
管
等
の
漏
水
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
大
き
い

の
が
、
堀
内
橋
の
漏
水
に
な
り
ま
す
。

※
有
収
率
…
各
ご
家
庭
で
使
用
し
て
い
た
だ
い
た
料
金
の

発
生
し
た
水
の
量
を
取
水
し
た
量
で
割
っ
た
数
値
。

鮎
焼
き
機

桜
づ
つ
み
堤
防

消
防
団
員
報
酬

水
道
事
業

文
化
財
保
護
事
業

小
学
校
消
耗
品

本会議9月7日（火） ８人

本会議9月9日（木） ２人

本会議9月14日（火） ０人

本会議9月8日（水） 10人

委員会9月10日（金） １人
休会9月11日～12日（土日） ―
委員会9月13日（月） ３人

わ
に

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

長沢八景の一景（長沢駅に建立された句碑）

道路中央部分までさしかかっている危険な枝（富田）
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９ページ
小国  浩文　議員
お ぐ に ひろふみ

★１　第３町内の水害対策は
★２　脱炭素社会への取組は

10ページ
佐藤  広幸　議員
さ と う ひろゆき

★１　舟形八幡神社本殿の建築物を町指定文化財に

11ページ
荒澤  広光　議員
あらさわ ひろみつ

★１　堀内橋架け替え事業の進捗状況について

12ページ
伊藤  欽一　議員
い と う きんいち

★１　通学路の事故防止対策は
★２　町道等の危険箇所修繕を

13ページ
斎藤  好彦　議員
さいとう よしひこ

★１　高齢者等の情報弱者対策を
★２　複合災害に備えた体制強化を

14ページ
叶内  昌樹　議員
かなうち ま さ き

★１　縄文遺跡群と縄文の女神の結びつけは
★２　ICT技術の具体的な活用と課題は

15ページ
奥山  謙三　議員
おくやま けんぞう

★１　舟形町農業の持続的発展を願って

〈
一
般
質
問  

掲
載
要
綱
〉

●
一
般
質
問
本
文
へ
の
掲
載
件
数
は
、
２
件
以
内
で

　
３
件
目
は
タ
イ
ト
ル
の
み
掲
載
。

●
本
文
の
字
数
は
、
質
問
３
３
０
字
以
内
、
答
弁
は

　
５
５
０
字
以
内
の
た
め
、
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
。

★
マ
ー
ク
の
つ
い
た
内
容
を
一
般
質
問
本
文
へ
掲
載
。

　定例会において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり
町当局の考え方や疑問をただすことです。単に疑問を晴らし事実関
係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言
する、議員の重要な活動です。（本会議での持ち時間は一人40分）第３町内の水害対策は

質
問
　
平
成
２７
年
に
声
を
上

げ
地
元
県
議
の
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、
約
６
年
の
歳
月
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

に
よ
う
や
く
県
に
お
い
て
堤

体
工
事
が
行
わ
れ
る
見
通
し

を
示
さ
れ
た
様
で
す
が
、
内

水
対
策
は
町
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。
舟
形
第
３
町
内
の

安
心
安
全
の
為
ど
の
よ
う
な

内
水
対
策
を
行
う
考
え
な
の

か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
舟
形
第
３
町
内
の
水

害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寺
下
地
区
の
浸
水
防
止
対
策

を
県
と
町
と
で
連
携
し
て
進

め
て
お
り
ま
す
。
県
は
、
主

要
地
方
道
新
庄
舟
形
線
の
新

舟
形
橋
の
川
側
に
堤
防
を
新

設
し
、
最
上
小
国
川
か
ら
流

入
す
る
外
水
へ
の
対
策
を
行

い
、
町
は
、
水
路
側
の
内
水

へ
の
対
策
を
行
い
ま
す
。
堤

防
の
設
計
は
ほ
ぼ
完
了
し
て

お
り
、
規
模
は
県
道
の
新
舟

形
橋
よ
り
少
し
低
い
高
さ
で

天
端
幅
が
４
ｍ
、
最
上
小
国

川
と
水
路
の
合
流
部
に
、
河

川
か
ら
の
逆
流
を
防
止
す
る

た
め
水
位
差
で
物
理
的
に
作

動
す
る
オ
ー
ト
ゲ
ー
ト
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
町
が
行
う
内

水
対
策
は
、
可
搬
式
の
水
中

ポ
ン
プ
で
の
排
水
を
基
本
と

し
て
、
県
か
ら
、
内
水
の
流

入
量
と
ポ
ン
プ
の
設
置
場
所

の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
に
基
づ
き
、
町
で
は
、

水
中
ポ
ン
プ
の
性
能
や
台
数
、

電
源
の
確
保
方
法
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
取
組
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用

質
問
　
国
に
お
い
て
は
脱
炭

素
に
向
け
、
各
自
治
体
や
地

域
の
取
組
が
国
全
体
の
脱
炭

素
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
国

と
地
方
の
連
携
を
お
願
い
し
、

目
標
達
成
に
向
け
て
は
、
今

後
５
年
間
を
集
中
期
間
と
位

置
付
け
、
自
治
体
や
企
業
へ

の
資
金
支
援
に
関
し
て
、
今

後
基
金
や
交
付
金
な
ど
新
た

な
制
度
を
つ
く
り
、
法
整
備

を
視
野
に
検
討
を
急
ぐ
考
え

を
示
し
た
。
町
と
し
て
ど
の

様
に
取
組
ん
で
行
く
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長
　
町
と
し
て
は
、
町
第

７
次
総
合
発
展
計
画
の
基
本

目
標
６
「
快
適
な
く
ら
し
を

叶
え
る
ま
ち
」に
お
い
て「
循

環
型
社
会
の
推
進
」
と
「
環

境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
推
進
」
を
具
体
的
施
策

に
掲
げ
、
家
庭
及
び
事
業
所

の
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
資
源
化
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
や
木

質
バ
イ
オ
を
利
用
し
た
ペ
レ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
薪
ス
ト
ー

ブ
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
設
備
の
導
入

に
対
す
る
助
成
に
よ
り
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
取
組
み
の
内
容
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

早急な工事着工を

一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問とは

一
般
質
問
に
７
人
が
登
壇

小国  浩文　議員
お ぐ に ひろふみ

最上小国川の逆流により浸水した寺下地区

温室効果ガスを減らせ
（環境省｢脱炭素ポータル｣より）

質
問

町
長

町
長

質
問
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獅子が見守る町内会

新旧が融合され修復が終わった神社本殿

竣工から65年経過した堀内橋

早期完成が待望される新堀内橋路面のポンチ絵

堀内橋架け替え事業の
　　 進捗状況について

質
問
　
県
で
公
表
し
て
い
る

新
堀
内
橋
は
、
総
事
業
費
３５

億
円
、
平
成
３０
年
度
か
ら
令

和
１２
年
度
の
事
業
予
定
で
、

橋
梁
の
詳
細
は
車
道
が
片
側

３
メ
ー
ト
ル
、
自
転
車
道
が

片
側
１
・
２
５
メ
ー
ト
ル
、

そ
の
他
片
側
に
２.５
メ
ー
ト
ル

幅
の
歩
道
が
設
け
ら
れ
て
全

幅
で
１２
メ
ー
ト
ル
の
立
派
な

橋
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

先
の
説
明
会
は
根
渡
地
区
側

だ
け
の
説
明
で
事
業
全
体
の

姿
は
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
。
６５

年
経
過
し
た
堀
内
橋
に
再
び

異
常
が
出
な
い
の
か
、
大
雨

時
に
は
集
落
が
孤
立
す
る
等
、

不
安
材
料
が
い
く
つ
も
あ
り

ま
す
。
新
し
い
橋
が
で
き
る

と
い
う
期
待
は
あ
る
も
の
の
、

現
橋
は
大
丈
夫
な
の
か
、
新

堀
内
橋
は
ど
う
い
う
姿
で
、

完
成
時
期
は
い
つ
な
の
か
、

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

住
民
に
詳
細
な
情
報
を
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

町
長
　
最
初
に
現
橋
の
安
全

性
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

点
検
・
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
通
行
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
を
県
か
ら
確
認
し
て
お

り
ま
す
。
道
路
法
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
５
年
に
１
回

の
点
検
で
橋
梁
全
体
の

安
全
性
を
確
認
す
る
こ

と
に
加
え
、
伸
縮
装
置

は
特
に
注
視
が
必
要
な

箇
所
と
位
置
づ
け
、
１

年
に
１
回
の
点
検
を
実

施
し
ま
す
。
更
に
週
２

回
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

巡
視
を
行
い
、
異
常
・

変
状
に
つ
い
て
注
視
し
、

通
行
の
安
全
性
を
確
認

し
て
ま
す
。

　
新
堀
内
橋
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
ま
で
で
、
測
量

・
地
質
調
査
、
道
路
の

線
計
等
を
決
定
す
る
予

備
設
計
、
予
備
設
計
に

基
づ
く
詳
細
設
計
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度

は
用
地
測
量
・
物
件
調
査
、

用
地
買
収
・
物
件
補
償
、
堀

内
側
の
道
路
修
正
設
計
が
実

施
・
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
用
地
買
収
・
物
件

補
償
、
道
路
改
良
工
事
が
計

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
域

住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

堀
内
側
に
つ
い
て
は
、
県
道

大
石
田
畑
線
と
の
交
差
や
勾

配
の
取
り
方
で
設
計
の
修
正

が
必
要
と
な
っ
た
た
め
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、県
で
は
修

正
設
計
が
固
ま
り
次
第
説
明

会
を
行
う
予
定
で
す
。
今
後

は
事
業
の
節
目
節
目
で
地
域

住
民
へ
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

質
問
　
道
路
設
計
で
道
路
が

住
宅
に
掛
か
る
場
合
の
移
転

先
の
整
備
計
画
は
。

町
長
　
移
転
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
に
は
、
従
来
通
り

堀
内
で
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
移
転
先
と
し
て
、
旧
堀
内

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
半
分
程

度
を
宅
地
造
成
に
す
る
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、

橋
の
架
け
替
え
事
業
計
画
に

合
わ
せ
て
、
町
と
し
て
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今後は､節目節目で地域住民に説明する

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
舟
形
八
幡
神
社
本
殿

は
、
紫
山
の
名
工
、
松
本
栄

作
氏
の
請
負
で
明
治
２９
年
９

月
１５
日
に
総
ケ
ヤ
キ
造
り
で

新
築
さ
れ
た
と
、
教
育
委
員

会
発
行
の
「
舟
形
町
の
文
化

遺
産
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
代
社
会
は
と
か
く
新

し
い
物
や
考
え
方
に
溢
れ
、

古
い
価
値
あ
る
も
の
を
忘
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。
町
に
お

い
て
も
明
治
建
築
を
現
在
に

伝
え
る
物
件
は
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
町
指
定
文
化

財
に
指
定
出
来
る
可
能
性
に

つ
い
て
調
査
を
開
始
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
第
七

次
総
合
発
展
計
画
の
「
文
化

財
の
保
存
と
伝
承
」
に
あ
る

よ
う
な
、
文
化
財
保
護
委
員

の
育
成
や
住
民
が
学
ぶ
機
会

の
場
と
し
て
も
有
効
な
場
所

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
教

育
長
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
質
問
し
ま
す
。

教
育
長
　
平
成
３０
年
の
大
雨

に
よ
る
被
災
に
対
し
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
こ
の
度
の
修
復
再

建
に
、
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
を

さ
れ
、
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
様

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

舟
形
八
幡
神
社
は
、
新
庄
最

上
神
社
誌
に
よ
れ
ば
、
慶
応

３
年（
１
８
６
７
年
）の
舟
形

大
火
に
よ
り
、
神
社
を
は
じ

め
寺
や
民
家
が
焼
失
し
、
そ

の
後
明
治
２９
年
に
舟
形
八
幡

神
社
が
新
築
さ
れ
た
と
あ
り

ま
す
。
再
建
さ
れ
た
舟
形
八

幡
神
社
の
建
築
工
法
や
内
外

の
彫
刻
も
と
て
も
素
晴
ら
し

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
町
指
定
文
化
財
の
指
定
に

係
る
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず

所
有
者
か
ら
の
文
化
財
指
定

申
請
後
に
、
教
育
委
員
会
か

ら
文
化
財
保
護
委
員
会
へ
諮

問
を
行
い
ま
す
。
文
化
財
保

護
委
員
会
は
必
要
な
調
査
研

究
を
行
い
、
教
育
委
員
会
へ

答
申
い
た
し
ま
す
。
教
育
委

員
会
は
答
申
を
受
け
て
指
定

し
、
所
有
者
へ
通
知
す
る
流

れ
と
な
り
ま
す
。
調
査
に
つ

い
て
は
、
舟
形
町
に
は
専
門

分
野
の
技
師
が
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
県
の
文
化
振
興
・
文

化
財
活
用
課
の
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
客
観
的
に
文

化
的
評
価
の
で
き
る
専
門
家

と
し
て
、
県
の
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
や
大
学
教
授
へ

調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
調
査
研
究
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
の
意
向
も
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
確
認

を
取
り
な
が
ら
、
今
後
も
、

限
り
あ
る
貴
重
な
文
化
財
の

保
存
と
伝
承
そ
し
て
活
用
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

所
有
者
の
意
向
踏
ま
え
客
観
的
な
文
化
的
評
価
を
調
査

舟
形
八
幡
神
社
本
殿
の
建
築
物
を
町
指
定
文
化
財
に

荒澤  広光　議員
あらさわ ひろみつ

佐藤  広幸　議員
さ と う ひろゆき

質
問

質
問

教
育
長

町
長

質
問

町
長

歩道2.5m 車道3.0m

全幅12m

車道3.0m自転車1.25m 自転車1.25m
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鉄筋網の蓋がかけられた通学路

10㎝の段差が生じている県道56号線（一の関地内）

情報弱者に配慮した戸別受信機

本番さながらの
避難所開設訓練

プライバシーテント設置訓練

高齢者等の
　　　 情報弱者対策を

質
問
　
近
年
の
情
報
化
社
会

の
な
か
で
、
高
齢
者
等
の
情

報
弱
者
は
災
害
時
の
避
難
活

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
な
か
、
本
町
が
他
自
治
体

に
先
駆
け
て
町
民
生
活
の
利

便
性
向
上
を
目
指
し
た
、
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
事
業
の

活
用
な
ど
に
よ
り
、
地
域
、

官
民
連
携
に
よ
る
高
齢
者
等

の
情
報
弱
者
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
令
和
元
年
度
の
防
災

行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
改
修

事
業
を
計
画
す
る
際
、
各
家

庭
に
設
置
す
る
端
末
を
、
ス

マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
方
式
に

す
べ
き
か
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
の
戸
別
受
信
機
に
す
べ
き

か
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

導
入
コ
ス
ト
は
高
く
な
り
ま

す
が
「
情
報
弱
者
」
に
配
慮

し
て
、
戸
別
受
信
機
を
全
戸

に
導
入
し
ま
し
た
。
戸
別
受

信
機
に
は
、
高
齢
者
等
「
情

報
弱
者
」
対
策
に
万
全
を
期

す
た
め
、
聞
き
逃
し
防
止
用

に
録
音
機
能
を
付
け
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
電
話
で
も
放

送
内
容
を
確
認
で
き
る
機
能

も
付
け
対
応
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
過

渡
期
で
あ
り
当
面
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
防
災
行
政
無
線

で
の
早
め
の
情
報
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組

織
等
を
通
じ
た
早
め
の
声
掛

け
や
避
難
誘
導
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

複
合
災
害
に
備
え
た

　
　
　
　

  

体
制
強
化
を

防
災
計
画
等
の

　
　
　
　見
直
し
を
図
る

質
問
　
長
期
化
が
予
想
さ
れ

る
感
染
症
対
策
と
、
い
つ
起

こ
る
か
予
測
が
つ
か
な
い
自

然
災
害
の
複
合
災
害
に
備
え

た
対
策
が
急
務
で
あ
り
、
よ

り
一
層
の
体
制
強
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
複
合

災
害
に
備
え
た
防
災
訓
練
の

実
施
、
自
主
防
災
組
織
、
防

災
計
画
の
見
直
し
な
ど
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
今
年
度
の
コ
ロ
ナ
禍

で
の
避
難
訓
練
は
、
福
祉
避

難
所
「
て
と
て
」
と
堀
内
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
町
で
策
定
し
た
各
々

の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い

避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
昨
年
の
訓
練
の
反

省
を
踏
ま
え
て
幾
分
改
善
し

ま
し
た
が
、
受
付
時
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
や
、
ど
う
し

て
も
密
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
テ
ン

ト
や
簡
易
ベ
ッ
ド
の
設
置
に
、

想
定
以
上
に
人
員
を
要
す
る

こ
と
も
判
明
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
今
後
、
対
処
方
法
を

検
討
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

警
戒
レ
ベ
ル
の
改
正
に
伴
い
、

防
災
計
画
は
改
訂
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
他
の
事
項
も

含
め
、
今
後
必
要
な
見
直
し

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

防災行政無線で早めの避難誘導に努める

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
今
年
６
月
に
、
千
葉

県
八
街
市
に
お
い
て
下
校
中

の
児
童
の
列
に
ト
ラ
ッ
ク
が

突
っ
込
み
５
名
が
死
傷
す
る

な
ど
痛
ま
し
い
事
故
が
後
を

絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
文
部

科
学
省
、
国
土
交
通
省
及
び

警
察
庁
の
３
省
庁
が
連
携
し
、

通
学
路
に
お
け
る
交
通
安
全

を
一
層
確
保
す
る
た
め
、
緊

急
点
検
の
実
施
依
頼
が
出
さ

れ
た
が
、
実
施
内
容
と
対
策

に
つ
い
て
、
教
育
長
に
伺
い

ま
す
。

　
旧
舟
小
跡
地
か
ら
定
泉
寺

の
間
、
側
溝
蓋
が
鉄
筋
で
掛

け
ら
れ
た
箇
所
が
あ
り
大
変

危
険
と
思
う
が
改
修
す
る
考

え
が
あ
る
か
、
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
こ
の
度
の
緊
急
合

同
点
検
に
つ
い
て
は
、
①
見

通
し
の
良
い
道
路
や
幹
線
道

路
の
抜
け
道
に
な
っ
て
い
る

道
路
な
ど
車
の
速
度
が
上
が

り
や
す
い
箇
所
や
大
型
車
の

進
入
が
多
い
箇
所
、
②
過
去

に
事
故
に
至
ら
な
く
て
も
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
事
例
が
あ
っ

た
箇
所
、
③
保
護
者
、
見
守

り
活
動
者
、
地
域
住
民
等
か

ら
町
村
へ
の
改
善
要
請
が
あ

っ
た
箇
所
、
の
３
つ
の
観
点

を
加
味
し
た
対
応
が
要
請
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
過

去
に
報
告
さ
れ
た
通
学
路
等

の
危
険
個
所
の
点
検
報
告
に

つ
い
て
、
現
状
な
ど
再
度
確

認
を
し
、
９
月
末
を
目
途
に

対
応
策
が
必
要
な
箇
所
の
抽

出
、
１０
月
末
を
目
途
に
対
策

案
を
検
討
し
ま
す
。

　
鉄
筋
網
に
つ
い
て
は
、
排

雪
作
業
で
の
利
便
性
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
元
住
民
の
理

解
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
除

雪
に
関
係
な
い
箇
所
に
つ
い

て
は
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

登
校
時
間
帯
は
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
道
幅
も
狭
く
、
通
り
抜

け
道
路
と
し
て
利
用
す
る
方

も
多
く
、
住
宅
や
ア
パ
ー
ト

の
建
築
に
よ
り
移
住
さ
れ
た

方
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

下
校
時
間
帯
に
つ
い
て
も
、

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
設
定
が

で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
ま

す
。

町
道
等
の
危
険
箇
所

　
　
　
　
　

  

修
繕
を

降
雪
前
に
修
繕
を
完
了

質
問
　
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー

ル
、
水
道
の
弁
蓋
等
の
不
具

合
は
降
雪
前
ま
で
修
繕
が
必

要
で
あ
り
ま
せ
ん
か
。
県
道

５６
号
線
で
車
道
路
肩
部
が
約

１
０
０
ｍ
に
わ
た
り
段
差
が

生
じ
危
険
で
あ
る
が
、
早
急

に
修
繕
す
る
よ
う
県
に
要
望

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長
　
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル

の
高
い
場
所
や
除
雪
作
業
時

の
危
険
箇
所
は
、
毎
年
降
雪

前
に
現
地
を
把
握
し
随
時
修

繕
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
道

５６
号
線
の
段
差
は
、
現
地
確

認
し
た
の
で
早
急
に
修
繕
し

て
も
ら
う
よ
う
県
に
報
告
し

ま
し
た
。

地
域
住
民
の
理
解
が
必
要

通
学
路
の
事
故
防
止
対
策
は

斎藤  好彦　議員
さいとう よしひこ

伊藤  欽一　議員
い と う きんいち

や
ち
ま
た

質
問

質
問

教
育
長

町
長

町
長

質
問

町
長

質
問
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5Gでつながる都市との交流

生産コスト削減のため大区画ほ場の整備を実施

大規模農業が可能になったほ場

縄文の女神を世界遺産とともに
（文化庁 ｢北海道･北東北の縄文遺跡群｣より）

舟形町農業の
　  持続的発展を願って

質
問
　
意
欲
あ
る
担
い
手
の

育
成
・
確
保
、
経
営
基
盤
を

強
化
す
る
た
め
法
人
化
を
進

め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
状
況

は
。

町
長
　
経
営
体
数
は
平
成
２６

年
度
の
販
売
農
家
数
４
３
０

か
ら
令
和
元
年
度
で
は
３
３

９
と
な
り
、
５
年
間
で
９１
経

営
体
減
少
し
ま
し
た
。
同
期

間
に
お
け
る
認
定
農
業
者
数

は
１
０
３
か
ら
１
０
５
と
な

り
２
経
営
体
増
加
、
法
人
化

の
状
況
は
３
法
人
か
ら
令
和

２
年
度
で
は
４
法
人
と
な
り

１
法
人
増
加
し
ま
し
た
。
農

産
物
販
売
金
額
１
０
０
０
万

円
以
上
の
経
営
体
は
、
平
成

２１
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
で
１５
か
ら
２５
と
な
り
、
１０

経
営
体
が
増
加
し
ま
し
た
。

今
後
の
対
策
は
営
農
相
談
所

に
よ
る
新
規
就
農
及
び
園
芸

作
物
の
新
規
導
入
等
の
営
農

相
談
、
担
い
手
の
育
成
・
確

保
と
法
人
化
に
つ
い
て
引
き

続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
　
収
益
性
の
高
い
園
芸

作
物
の
品
目
構
成
と
水
稲
依

存
度
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

町
長
　
園
芸
農
業
の
推
進
品

目
構
成
は
、
本
町
の
重
点
振

興
作
物
の
う
ち
、
ね
ぎ
、
に

ら
、
き
ゅ
う
り
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
４
品
目
が
中
心
に
な

り
ま
す
。
水
稲
依
存
度
は
平

成
２７
年
度
の
７２
％
か
ら
令
和

元
年
度
で
は
６
５
・
８
％
と

な
り
、
米
の
依
存
度
が
６.２
％

減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
園
芸
作

物
栽
培
を
推
進
し
ま
す
。
特

に
県
団
地
化
計
画
策
定
済
み

の
ね
ぎ
に
つ
い
て
は
、
よ
り

一
層
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

質
問
　
将
来
本
町
に
水
田
を

残
す
た
め
に
は
、
ほ
場
整
備

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
思
い

ま
す
。
全
農
用
地
面
積
に
占

め
る
、
ほ
場
整
備
が
完
了
し

た
面
積
と
採
択
さ
れ
て
い
る

面
積
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
後
継
者
の
減
少
の

中
で
、
持
続
的
発
展
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
ほ
場
整
備

を
強
力
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
各
項
目
の

実
績
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
　
稲
作
な
ど
農
地
集
約

型
の
農
業
は
、
作
業
効
率
の

良
い
大
区
画
ほ
場
の
連
坦
化

は
必
要
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

整
備
完
了
箇
所
が
２１
箇
所
、

５
１
３
ｈａ
、
現
在
事
業
採
択

さ
れ
実
施
中
が
２
箇
所
、
１

１
７
ｈａ
、
採
択
に
向
け
て
話

し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
箇
所

が
２
箇
所
、
１
４
２
ｈａ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
全
水
田
面
積

１
４
１
０
ｈａ
に
占
め
る
完
了

と
採
択
さ
れ
て
い
る
面
積
の

割
合
は
４
４
・
７
％
、
採
択

に
向
け
て
話
し
合
い
が
さ
れ

て
い
る
箇
所
も
含
め
る
と
５

４
・
８
％
と
な
り
ま
す
。
現

在
、
町
独
自
の
計
画
で
あ
る
、

「
舟
形
町
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
着
手
し
て
お
り
、

本
町
農
業
の
持
続
的
発
展
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

引き続き本町農業の持続的発展を目指して取り組む

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

委
員
会
は
、７
月
に『
北
海
道

・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
』

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
決

定
し
、
東
北
地
方
の
縄
文
に

関
す
る
事
が
注
目
さ
れ
て
い

る
中
、
国
宝
縄
文
の
女
神
の

活
用
の
視
点
を
遺
跡
群
と
共

有
し
て
い
く
考
え
は
な
い
の

か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
今
度
の
世
界
遺
産
登

録
は
４
道
県
知
事
及
び
関
係

自
治
体
の
首
長
が
提
案
を
と

り
ま
と
め
協
定
書
を
締
結
し

取
り
組
ん
だ
結
果
、
縄
文
時

代
の
１
万
年
以
上
に
わ
た
り

採
集
・
漁
労
・
狩
猟
に
よ
り

定
住
し
た
人
々
の
生
活
と
精

神
文
化
を
今
に
伝
え
る
貴
重

な
文
化
遺
産
が
世
界
に
認
め

ら
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

町
で
は
縄
文
の
女
神
を
何
と

か
故
郷
に
帰
っ
て
き
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
強
い
思
い
で

『
お
か
え
り
女
神
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
』
を
作
り
、
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た

１７
遺
跡
群
の
関
連
施
設
へ
の

情
報
発
信
や
連
携
を
模
索
し
、

時
代
の
変
化
に
遅
れ
な
い
よ

う
情
報
収
集
し
、
縄
文
文
化

の
魅
力
発
信
に
持
続
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
具
体
的
な

　
　
　

  

活
用
と
課
題
は

新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　を
進
め
る

質
問
　
小
・
中
学
校
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
導
入
さ
れ
た

が
、
全
学
年
の
持
ち
帰
り
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
休
校
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る

学
校
と
家
庭
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
結

ぶ
取
組
み
に
進
捗
は
あ
っ
た

の
か
。

町
長
　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
の
下
、
端
末
を
整

備
し
、
通
信
環
境
も
強
化
し

ま
し
た
。
学
校
と
家
庭
間
で

の
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て

は
、
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
学

習
に
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
触

れ
る
場
面
を
小
学
校
で
は
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

通
信
環
境
に
関
係
な
く
使
用

で
き
る
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
、
２
〜
６
年
生
で

持
ち
帰
り
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
中
学
校
で
は
オ
ン
ラ
イ

ン
教
材
の
利
用
や
、
担
任
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
の
情
報
の

や
り
取
り
を
全
学
年
で
行
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

質
問
　
第
５
世
代
移
動
通
信

シ
ス
テ
ム
で
現
段
階
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
を
利
用
し
た
新
た

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
活
用

は
進
ん
で
い
る
の
か
、今
後
の

町
と
し
て
の
目
標
や
方
向
性

と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
　
連
携
自
治
体
で
あ
る

東
京
都
港
区
と
５
Ｇ
環
境
下

で
舟
形
中
学
校
の
生
徒
等
と

の
交
流
を
行
う
予
定
で
す
が
、

５
Ｇ
環
境
下
で
の
新
た
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
等
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
進
め
て

い
く
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
の

４
Ｇ
の
環
境
下
で
も
行
政
手

続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
で

き
る
こ
と
は
多
く
あ
る
の
で

課
題
解
決
に
向
け
て
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

魅
力
発
信
に
取
り
組
む

縄
文
遺
跡
群
と
縄
文
の
女
神
の
結
び
つ
け
は

奥山  謙三　議員
おくやま けんぞう

叶内  昌樹　議員
かなうち ま さ き

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。

◆表紙について
・小１の娘が興味を持って眺めていた。来年は自分たちも鮎の放流ができるのが楽しみになったようだ。
・子どもたちにとって楽しい体験だと思う。
・お父さん、マスクしましょう。
・毎年見るこの写真はとても良い事だと思う。何年続いているのかわからないが、これからもずっと続い
　てもらいたい。
・いろどりが良く、行事参加で将来が楽しみ。内容紹介も良い。
・子どもたちの顔が見えなくて残念。

◆議会新構成決まるについて（2～3ページ）
・町外出身のため、議員さんの名前と顔が一致しない。（申し訳ない）顔写真を少し大きめに載せたわき
　に役職を記載してもらえるとわかりやすいと思う。
・みなさん協力して良い委員会にして欲しい。
・委員会の任期は何年なのか。議員の方々にも得意分野があると思うので、どんどん変えたりするよりは、
　得意な所で思う存分、力を発揮してもらいたい。
・専門性をもち、開かれた新構成。

◆一般質問について（8～13ページ）
・移住より定住に力を入れてほしい。
●どの質問も大事な内容であると思う。１つデジタル化の促進について、８月12日から13日にかけて、
　インターネット回線の不具合により電話がつながらなくなり、修理の人に原因をきいたところ、予算が
　なく、安い部品を使っていることが理由のひとつにあった。ぜひ、予算確保をお願いする。
・議会のなかみがそのままのっている。グラフは良いと思う。
・過去10年間の舟形町出生数推移から旧舟形学区での出生数は増加しているものの他学区については、
　横ばいとなっている。移住者が旧舟形学区へ集中している事が予想できるが、他学区への移住者受け入
　れ支援拡大を検討していただきたい。

◆定例会概要、質疑応答、採決状況表について（4～7ページ）
・災害復旧に力を入れてほしい。
・細かい予算の内容をしっかりとつっこんで質問してもらっていて、町のお金を１円もムダにしないよう
　努力してもらっていると感じた。
・様々な意見の集約度はどうか。
・成人式参加者PCR検査費用の助成（成人式事業）は、とてもうれしいと思う。安心して参加出来る成人
　式がむかえられるようになる事を心から願っている。

貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。
議会報モニターより

◆議会活動、ようこそ舟形町へ！について（16～17ページ）
・とても良い企画ページだと思うが、定住促進につなげるのであれば、町外の人にみてもらう工夫が必要
　だと思う。
・議員活動の予定や動きが分かる事は良い事だと思う。
・今後もコロナの影響は続くと思う。まだ多発していない今からコロナ感染しない対応、軽症で止める対
　応を先々から進めてもらえる様、予算含め検討願う。特に新方式かもしれないが、子どもたちの行事が
　行える舟形町であって欲しい。
・私のまわりでも舟形は住みやすそう（子育て支援等）という話を聞く。移住者へのＰＲと移住後のフォ
　ローはとても大事だと思う。
・新しいコーナーができ、人口が増えるといいと思う。
・舟形町は本当に子育てしやすい環境だと思う。もっとPRをする事で移住検討者に知ってもらう機会を
　増やす必要があると感じる。

モニターさんのご意見にお答えします
Ｑ．インターネット回線の不具合により電話がつながら
　　なくなり、修理の人に原因をきいたところ、予算が
　　なく、安い部品を使っていることが理由のひとつに
　　あった。ぜひ、予算確保をお願いする。
Ａ．部品に関しては、内陸は統一した部品を使用してい
　　ます。現在は仮復旧対応ですが、本復旧は10月末
　　頃までに完了します。

◆えがったなあ、町民の声、編集後記について（18ページ）
・中古農機導入補助金や除雪機購入補助金があることを知らなかったので、知れて良かった。
・新しい命はみんなを笑顔にすると思う。
・ダブったこともあるが、まーるいイメージで良いと思う。

今回は議会だより１８７号（７月２３日発行）に寄せられた意見や感想を掲載しています。
いただいたご意見は十分参考にし、今後の編集に役立てていきます。

　　数多くのご意見ありがとうござ
います。編集委員会で検討して改善
できるところから行っていきたいと
考えています。
　引き続き､ご意見をお願いします。

◆議会・町に対する意見等、その他
・さっそくゴミステーションに乾電池の捨て場を設けていただきありがとうございました。
　ひだまりⅢとエスポワールの捨て場には、まだ乾電池の捨て場がないようなので、引き続きお願いする。
・コロナワクチンを推奨している意見が多くみられるが、打ちたくない人、打てない人もなかにはいると
　思うので、そういった方々が暮らしにくくなるようなことがない町にして欲しいと思う。
・臨機応変な対応をお願いする。
・１回目のワクチン接種を受けた。受付から終了までとてもスムーズに誘導してもらい、あっという間に
　終わった。２回目も安心して受けたいと思う。
・いつまでも町民のためにあって欲しいと思う。
・オリンピックを見ていて思ったが、スポ少や部活以外のスポーツも楽しめる施設があっても良いと思う。
　スケートパークやストリートバスケ、川を使ったスポーツ等、子どもたちの可能性は無限だと思う。
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山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
た
第
３８
回
町
村
議

会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
長
岡 

光
弘  

氏
に
よ
る
県

内
１６
町
村
の
広
報
誌
に
基
づ

い
て
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
形
式
に

よ
る
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

他
町
村
の
広
報
誌
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
評
価
を
、
当
町
議

会
だ
よ
り
の
紙
面
編
集
の
参

考
と
し
、
町
民
に
と
っ
て
わ

か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
づ
く
り
を

   

町
村
議
会
広
報
研
修
会（
令
和
３
年
７
月
２１
日
）

表
紙
の
こ
と
ば

次回の定例会は  12月７日（火）～10日（金）までの予定です｡

議会だよりふながたの
　  表紙写真を募集します。

　「議会だよりふながた」を、住民参加型のより身近
な広報誌とするため、表紙の写真を募集します。

■応募方法：写真データを議会事務局へ持参するか
　　　　　　電子メールで送付してください。

■問 合 せ：舟形町議会事務局 32-0030（直通）
　　　　　　gikai@town.funagata.yamagata.jp

議
会
の
う
ご
き

▼
７
月

　
３
日
　
リ
ン
グ
ロ
ー
２０
周
年
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

　
５
日
　
県
町
村
議
長
会
正
副
会
長
会
、理
事
会
合
同
会
議

　
６
日
　
最
上
県
勢
懇
話
会

　
７
日
　
総
務
文
教・産
業
振
興
常
任
委
員
会
合
同
視
察
研
修

　
９
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
１４
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
２１
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会

　
　
　
　
レ
ス
ト
ラ
ン「
ラ
・
テ
ー
ル
」
プ
レ
オ
ー
プ
ン

　
２６
日
　
舟
形
大
蔵
戸
沢
間
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
２９
日
　
産
業
振
興
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
県
営
小
松
原
田
地
区
農
地
整
備
事
業
竣
工
式

　
　
　
　
議
会
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

▼
８
月

　
５
日
　
全
員
協
議
会

　
１４
日
　
令
和
２
年
度
成
人
を
祝
う
会
及
び
令
和
３
年
度
成
人
式

　
１５
日
　
戦
没
者
追
悼
式

　
１６
日
　
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
舟
形
町
採
火
式

　
１７
日
　
猿
羽
根
山
太
鼓
保
存
会
役
員
会

　
１８
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
現
地
調
査

　
２４
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
３０
日
　
最
上
市
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
３１
日
　
議
会
運
営
委
員
会

▼
９
月

　
３
日
　
全
員
協
議
会

　
７
日
　
９
月
定
例
会（
〜
１４
日
）

　
２７
日
　
最
上
地
方
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
３０
日
　
議
会
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
最
上
県
勢
懇
話
会

紙
面
の
都
合
上
、
主
な
行
事
を
抜
粋
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
各
議
員
が
各
地
区
行
事
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
２１
日
、
舟
形
小
学
校
５
年
生
の
児

童
が
秋
晴
の
下
、
保
護
者
の
方
も
参
加
し

黄
金
色
に
実
っ
た
実
習
田
の
稲
刈
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
稲
刈
り
で
何
思
っ
て
い
る
の
？

Ａ
．「
春
か
ら
育
て
た
稲
を
一
粒
も
落
と
さ

　
な
い
で
刈
り
取
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

　
い
の
か
な
あ
〜
。
世
田
谷
の
学
校
に
美

　
味
し
い
お
米
を
贈
り
た
い
」

　
米
に
寄
せ
る
思
い
と
、
児
童
交
流
へ
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
将
来
一
人

で
も
多
く
農
業
後
継
者
が
育
つ
こ
と
願
い

た
い
で
す
。

　
９
月
定
例
会
で
審
査
し
た
請
願
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
米
の
需
給
調
整
に
関
す
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　採
　
　
　択

　
請
願
者

　
　
も
が
み
中
央
農
業
協
同
組
合 

代
表
理
事
組
合
長
　

　
　
も
が
み
中
央
農
協
農
政
対
策
本
部 

本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
食
　
賢
一

●
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
改
正
に
関
す
る
意
見
書

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

　
　
　
　
　
　地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

●
米
の
需
給
調
整
に
関
す
る
意
見
書

（
右
記
の
意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
）

請

　願

意
見
書

所管する各課の主要事業の年間調査

総務文教常任委員会所管事務調査報告

１. 期　　日　令和３年６月22日（火）
２. 調査内容　令和3年度所管各課の主要事業内容の説明
〇総務課
（１）副町長との意見交換
（２）デジタルファースト推進室（５Gについて）
〇住民税務課
（１）マイナンバーカードの５月末までの取得状況報告、
　　　今年度取得率向上の取り組み計画について
（２）消防団員の確保と報償費、消防施設（防火水槽）
　　　の管理計画について
〇健康福祉課
（１）１００歳元気プロジェクトについて
（２）保育料0～2歳未満児の段階的無償化事業について
〇教育課
（１）小中学校タブレット導入後の現状と課題について
（２）おかえり女神プロジェクト事業内容について
３. 今後の進め方
　各課が説明した事業が計画通りに行われたか、年度末
頃まで振り返りと成果を検証し、継続事業に関しては次
年度への課題の説明を受ける。
　特に教育課（１）「小中学校タブレット導入後の現状と
課題」については、タブレット授業視察を実施し、進捗
状況の確認を行い、２月末頃に事業の振り返りと成果の
説明を受け、年間を通じ、継続した所管事務調査を行っ
ていく。

災害時の緊急輸送路の確保

産業振興常任委員会所管事務調査報告

１. 期　　日　令和３年７月29日（木）
２. 調査内容　都市防災施設整備事業桧原（太折）地区
　　　　　　  避難道路整備工事の調査
（１）調査場所と避難道路整備事業の概要
　　　・舟形町富田地内
　　　・延長：全長８３１.２ⅿ（新設部：約１０５ⅿ）
　　　　幅員：全幅５.０ⅿ（車道４.０ⅿ）１車線
　　　・概算事業費、約２億円
（２）地域整備課より説明
（３）所感
　①用地のほとんどが最上広域事務組合のため、避難道
　　路をどちらがどの様に管理するのか使用基準を明確
　　にする必要がある。
　②近年地球温暖化の影響で世界は勿論、国内において
　　も過去に類を見ないような甚大な災害に見舞われて
　　いる。今年度中に整備を進める短期集中の整備事業
　　での大量の盛り土について地盤が落ち着くのか懸念
　　があり慎重に取り組んでもらいたい。

　新型コロナウイルス感染症対策対応臨時交付金事業と

して行われた、舟小ピロティ改修事業、放課後児童クラ

ブ換気設備設置事業、舟形町農村環境改善センター施設

環境整備事業の現地視察を行いました。

舟形町議会新型コロナウイルス感染症対策
特別委員会現地視察（令和3年8月18日）

総務文教・産業振興常任委員会合同視察
（令和３年７月７日）

施
設
利
活
用
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る

（
舟
形
町
福
祉
避
難
所

　
　
　
　

 

「
て
と
て
」）

停
電
時
稼
働
す
る

自
家
発
電
設
備

（
舟
形
町
防
災
セ
ン
タ
ー
）人工芝に改修された舟小ピロティ
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議
会
だ
よ
り
　ふ
な
が
た

●
 発
行
  舟
形
町
議
会

●
 編
集
  議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
999-4601 山

形
県
最
上
郡
舟
形
町
舟
形
2
6
3
番
地

　
　
　
　
　
電
話
（
0
2
3
3）3
2
－2
1
1
1（
代
表
）

編

集

後

記

発行責任者
議　　長　八 鍬　　 太

議会広報常任委員会
委 員 長　小 国　浩 文

副委員長　石 山　和 春

委　　員　伊 藤　欽 一

委　　員　荒 澤　広 光

委　　員　叶 内　昌 樹

声

　皆
さ
ん
の
声
を
掲
載
す
る
欄

で
す
。
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

・
ご
要
望
等
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
秋
は
、
大
変
好
天
に

恵
ま
れ
黄
金
色
に
稔
っ
た
稲
穂

の
刈
り
取
り
も
順
調
に
進
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。

　
農
家
に
と
っ
て
は
、
稔
り
の

秋
も
消
費
低
迷
の
影
響
に
よ
り

大
幅
な
価
格
下
落
が
影
を
お
と

し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
１０
月
４
日
第
１
０
０

代
内
閣
総
理
大
臣
が
誕
生
い
た

し
ま
し
た
。
衆
院
選
も
３１
日
投

開
票
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
国
内
外
に
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
一
日
も
早
い
収
束
と
、
大

き
く
傷
つ
い
た
経
済
対
策
に
は
、

積
極
的
な
対
応
を
望
み
た
い
も

の
で
す
。

　
　
　   （
石
山
　
和
春
　
記
）

　
私
は
、長
沢
地
区
野
町
内
に
住
ん
で
お
り
、昨
年
か
ら

福
寿
野
に
あ
る
消
防
署
南
支
署
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
で
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
１０
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
当
時
私
は
、
緊
急
援
助
隊
員
と
し
て

被
災
地
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
悲
惨
な
光
景
は
、

今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
、
異
常
気

象
等
に
よ
り
災
害
発
生
の
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
今
年
３
月
に
福
祉
避
難
所「
て
と
て
」

が
開
設
し
ま
し
た
。
避
難
者
を
最
大
１
１
０
名
収
容
す

る
こ
と
が
で
き
、
乳
幼
児
専
用
の
個
室
や
、
炊
き
出
し

室
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
類
を
見
な
い

避
難
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
防
災
の
基
本
で
あ
る

『
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
』
を
皆
さ
ん
が
心
掛
け
る

こ
と
で
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
を
守
る
こ
と
に

も
繋
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
同
士
が
日
頃
よ
り
災
害
に
つ
い
て
の
共

通
認
識
、
さ
ら
に
備
え
を
す
る
こ
と
で
、
不
測
の
事
態

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
し
て
災
害
に
強
い

町
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。最上広域消防本部  南支署長

石川  顕文 さん（ 野 ）
あきふみ

（議会より）
　緊急援助隊の任務大変ご苦
労さまでした。今後も議会と
して福祉避難所の利活用を注
視してまいります。

シリーズ

♥どんなきっかけで彼（ご主人）と知り合いましたか？
　共通の友人がきっかけで知り合いました。

♥嫁いできて、舟形町での生活はどうですか？
　自宅の庭で家庭菜園などをしながら、楽しくのんびり
　生活しています。

♥舟形町の良いところ・改善してほしいところは？
　保健福祉サービスなどが充実している。

♥舟形町に望むことはありますか？
　スーパーやドラッグストアがあったらうれしいです。

【お願い】｢えがったなぁ」に出てみませんか。
　　　　　舟形町に嫁いでこられたお嫁さん･お婿さんを募集します。
（連絡先）舟形町役場議会事務局 ☎３２－００３０（直通）

今回は、舟形第３町内の

加藤  裕樹さんと結婚した、

最上町出身の佳子（旧姓：藤井）

さんです。

皆さんよろしくお願いします。

けい  こ

ゆう  き


